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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
と載って居るが，此の大山守王の曾組母は建稻種宿禰の女に：して美夜受比費は

此の建稻種宿禰の妹である．此の事は古事記幌別天皇の條，熱田太示申宮縁起，

尾張風土記，紳皇正統感心により明かである。香れによると日置氏は代々尾張

に佳んで居て地方の豪族であったが，其の佳んで居た郷土に封し族稻に因んだ

日置の名を付けたのであるう．荘に到ってあの日本武尊が闘東を越えて甲斐國
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　がなべ
酒折宮に坐しませる時に，日本武尊の問に答へて『日日’並て，夜には九の夜，
　　　　　　　　　　　　へ　　ひ　たさ　　　おきな
日には十日を』と申上げた御火焼の老人も日置部の一員であったことが判った

様な氣がするのである．

　姓氏録には日置の名が散見せられるが，その主なものを畢げれば次の通りで

ある．

　左京諸直下　高麗
　　　へきのやつニ　　　　　　　　　　　おみ　ずゑ　　　　　いわナ
　　　日置造　　高麗國人．伊利須意彌之後也．一名伊和須

　　　　　　　　（一本日男面王窟孫㌻古君之後也）

　右京幽晦’ド　高麗
　　　　　　　　　　　　　　　　お　み　　　　　　　　　　　　　い　わ　す
　　　日置造　　高麗乱人．論点須亭主前後也．一・名高和須

　大和面面i蕃　高麗

　　　日置造　　高麗國人．伊利須使王之後後・

　　　日置倉人　日置造同租．

　　　　　　　　（一本作伊利須恵主兄許呂使主之翁忌）

　撮津國諸蕃　高麗

　　　日置造　　鳥井宿禰同組．伊利須指詰絶後也．

　未定雑面　和泉國
　　　へき　のべ
　　　日置部　　天櫛王命男。天櫛芳命之後者．不見，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皇紀2600年8，Ei　22　H）

　　　　　　　　　　　　太陽面の活動近況について

　拝啓・　静かでありました太陽面が・去る十八日から急に賑やかになり，殊

に十八日に経度312。緯度一goの附近に突為しました一群は・初めは微小群で

したが，後には，飛躍的な獲達を見せるやうになりました．EPち
　　　九月18日目　　　312。一9。附近：に出現，　16ヶ

　　　　　19日　　　　18ケ
　　　　　20日　　　　23ケ　　（中央一子午線を通過）

　　　　　21日　　　　29
二十日からは，此の群は，肉眼にも容易に認められるやうに：なりました．

　右，取り敢へす御知らせまで．

　　1940－9－21　　　　　瀬戸観測所にて　本田　實
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未だ不明である．

　因みに，この十月の皆既日食は，遠い過去から將來まで，．18年10日の“サロ

ス週期”を追って見ると，いろいろ面白い維歴のある日食である．2P　S，

1219年七月13日　　最初の部分食，北口球の高緯度で見え†こ・

1453年十一月30日　最初の申心食，但し金環食．

1562年二月3日　　最初の皆既食．
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1868年十月琴O’日　　Lockyer，　Huggins南1恥1～一lrは二人Janssenの紅焔観測を立鐙す．

1904年九月9日　　全輪中の中央期に常る．

1922年九月21日　　Campbe11等アィンスタィン原理を確、’iffす．

2373年六月21日　　最終の面心食，皆既食．

2517年九月11日　　最終の部分食・

“天の＄径”は　ワ

　　　ノ　グリニチ天文嘉のハiグリ1ヴ氏の一友人が，或る時，室に金星と木星との

ならんでみるのを見て，“あの距離は1ヤ1ドだ”と主張したので，ハ1グリ！

ヴ氏は，“天胆の相互距離は角度で言はなければ・無意味だ”と教へたけれど，

彼は承知しなかった．（其の時の止ヒの二つの遊星のホントウ¢）角距離は4駈。で

あった．）叉，別の時，解る人は天頂に輝やく月の直樫を10吋と見積り，地弓に

近い時は其れが20吋あると見た．更に又・北斗七星の端から端までの長さを，

回る入は18択だと言った．しかし，此の北斗の全長は實は26。である．

　そこて，ハ1グリiヴ氏は，こうした通俗者流の考へを假りに動かすべから

ざるものと考へて，それから・假想した“天球”の’ド穫を計算して見たところ，

ほN“＋＃れは40吠であることが分つたといふ・して見ると，プラネタリウムなど

も・其の守門の牟樫を約40駅（部ち直：餐24米）ぐらゐtC作れば・實感的な天を表

はすことに成功するわけである．
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ては天子の十二章の一一・つに用ひられ，又歴朝常にその璽龍の出現を以って瑞祥

の極致とされてみるのを以て見ても，．その氣分はよく判るのである．本來の辰

年の辰は，之が動物であるにしても，そのえたいがよく知れぬ．がしかし龍の

方は比較的よく判って減たやうな氣持がするのである．尚これ以上少しく北支

那に逗留してみて，北京あたりの龍燈，その下龍に因んだ催しものに就いても，

出來るだけ注意を梯ひ，龍ゐ文化の支那民族の趣味嗜好と云った：方面のことを

面白くしらべて見たとい思ってみる．

　顧てみると今から24年前，民國5年（辰年）のことである．自分は早川加藤

恒忠翁と北京に暫く客となってみた．時宛も貢世凱が北京の室に龍の雲の現は

れ，叉湖北宜昌の峡中洞窟内に大きな龍骨の現ぼれたと云ふので大騒ぎとなっ

た．たしかに瑞群と云へば帥ち丁丁を得たわけである・裳大入はそこでi’憲の

年號に改めんとして之を假憎したり，同時に自ら皇帝たらんとしてすっかりお

目出度ぐなり，その準備にとて学位式を畢ぐる爲めの高御座だの，帥位の衣冠

束帯だのと云ふものを滞りなく萬端存へたのであったが，列國から承認を拒ん

で來たので，すっかり干てが外れ，オジャンになってしまったのもその時であ

った。そしてその年の五月であったか，六月であったか，孟夏の頃，焼判帝の

大喪と西太后の喪と，それにつづいて衰大入も他界してしまったと云ふ幕にな

ったのであった．又，民國17年の辰の年春王正月を北京で迎へると云ふに粘り，

こ」に門生に似合はしい龍のことを脚か述べ，併せて支那文化の研究に興味を

持たらし，各労面の士君子にかくの如き超政治，’超財政，下野税問題と云った

下野なところに，無限の分野の残されてみることを注意したV・のである．北京

で久しぶり正月をし，龍の字考の持合せを述べて，中華民國並に日本その他諸

外野にゐらるN江湖の士への僻といたしたいのである．

來る十月16日は＄影月食

　上る十月16日は，皆既日食より半ケ月後に當り，月が地球の牛影月食となる．

今1940年のやうに，一回も月食らしい月食が無い年にも，“牛影月食Penumb．

ral　Lunar　Eclipse”は起るのである．（急報398號参照）　帥ち，四月22日と十

月16日とである．しかし，普通に肉眼で見ただけでは此の種の月食は全く見分

けが付かないので，二二は實二上ダメである．只，爲貫術を非常に巧みに使ひ

こなす人があれば，多少の牧獲は得られるだらう．

　　　　　　　　　　　　川崎博士夫人逝去

　水澤緯：度観測所技師川崎俊一一博士夫人は去る八月26日急病にて逝去．同28日

の葬儀には木村，山本爾博士，其の他多数参列した（急報439）
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の哩と同じである．昔の測量には次の如き關係があった．凱6　PJミ・11尋，10尋

一・　1チェ1ン，10チェ1ン＝・　1フォ1ロング，10フォ1ロング・＝1哩・ボドレの哩は

確に10フォ1ロングを1哩としてみたらしい．i6－17」世紀の地圖には‘‘長い哩”

・普通の哩”“短い哩”といふ言が見られる．サクストンの大地圖に基くもの，

帥，長い哩を除けば，前述の表にある哩は何ら論明がなV・ので・習慣による哩

と取るより他はない．

　可成長い間，少くとも1544年から1695年までは，11593年の法定哩があったに

も拘らず，英國に於る習慣上の哩は法定哩の1．30であった．

　（詮1）　イングランド及ウェ1ルズの最初の道路表，1’41－1561・サ1’ノ’1バ1ト・

　　　　ジョ1ジ・フォ1ダム著，1927年壁行の圖書解題編纂局の報告書より，オックス

　　　　フォ1ド大畠印刷部により再版・

　（詮2）從來のエ1カ1とその歴史的比翼性，エフ・シiボ1ム著・ロングマン・グリ1

　　　　ン肚蟹行，エ914．tp’，　rrンドンにτ・

　（譲3）　1574年から1695年までは，英國哩について，漸進的な攣化はないらしく，大回

　　　　16．3フtlロングであった．ペトリ氏はクォ1タ1マスタの地圃の事を述べてゐ

　　　　る．しかし故サ1・ジョ1ジ・シ1ボ1ムも・これは土熱のサクストンの大地圖

　　　　のうつしであるとするとしてみる．

　　　　　　　　　　　　天一暦のk行歌況

　猫，英，米，佛，西等の國立天文豪から毎年獲刊される天艦暦の類は，天文

學者にも，航海業者にも，飛行子たちにも非常に必要なものであって・其れ其

れの年にならない以前から，早く，既に，各國の専門家が入手を希望するもの

であるのに，どうしたわけか，近年，この天燧暦の獲行が逞れがちで，遼に，

最近の或る學會では，“二二暦を威るべく二三年前に平行するやうに”といふ希

望が決議されたほどであった．ところが，昨1939年からは第二の世界三三とも

いふべき大事件が起り，天工暦の獲行も，配布も，いよ々々滞りがちとなるら

しい．困ったものである．現に，吾人が入手した天艦暦につV・ても，ドィッ暦

が最も早くて，1942年のものは最近入漏したが，アメリカは1941年目暦が去る

七月の末に漸く届いた．次いで，同年のフランス暦が九月初めに届いたので一

寸，ハラハラした心も静まったが，面識暦は，どうしたことか・今に至るも到

着しない．之れは實に英國能界たるものの，責任問題であり，又・信用の問

題である．今暫く待つとしても，十一月一ぱいに到着しなければ，今後はもは

や英國暦は期待出国なV・ことになるといふものである．それに，ロンドンが，

あのやうにひどい爆撃を受けてみるのだから．（1940－9～20）
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問：“シ1イング”は如何にして定めるのですか？　（P星）

答：“シ1イング”の決定法には2種類ある．巳1；ち，（1）望塗鐘．晦些見塵．る星0

集黒1豫及共．剛塑を取一雀く干渉輪！2憎憎及動揺匹依ρて3乞1ノヒを決定丈る方法

と，只，（2）見揖Q立像¢1鮭鐙度，一一或は遊星表面の模様の見え方に依って条自．

のスケ1ルを決定する方法，の2つである．

1前者（1）は，ピケリングの標準スケール（Standard　Scale　of　Seeing）と構

し，例の火星血膿の観測で有名なW．H．　Pickeringに依って13糎屈折望遠鏡

を基準として決められたスケールで，口郷に詠じて係数を：加減する事に依って

標準のスケ1ルが算出出血ますから，協同観測の場合等は頗る便利且つ安全な

方法と申せませう．只，遊星面観測に當って，直接遊星自身では決定出來す，

其附近（同高度）の恒星に依り決定しなくてはならなV・不便がある．」5ケ1ルと

P径別に：加減すべき係轍につV・ては，“天界”第217號の第224頁を参照され度

い．本會観測部でもこのスケ1ルを採用してゐます．

　次に（2）の方法は，例の遊星面恥測の灌威アシト＝ヤヂやデ＝ング等の使用

する方法である．上の“標準シ1イング”が，各自比較し合ふ事が出來るに比

して，此の方は直接比較する事が出面なV・黙が鋏黒占だが，直接遊星面の模様の

見え方に依ってスケ1ルを決定出面るから，一面遊星面観測者には簡便な方法

と云へる．要するに，各自猫自のスケ1ルを決めておけば良いので，例へば…

…Very　Good，　Good，　Moderate，　Poor，　Very　Poorの5階級でも良V・し，叉

7階級，10階級に分けても良い．見掛けの玉壷の動揺，鮮明度に依るのだから・

標準スケール等多階級に分ける必要はあるまい．

　この方法は，一見不確實極まる様だが，多年績ける事に依って，恰も攣光星

観測に於ける光階の如く，各自一定のスケ1ルが決って隔るから，勘く共，自

分の記録に面しては案外正確な結果が出るものである．尚，このスケ1ルによ

る場合は，見取圖なり記録なりの三白に自己猫特のスケ1ルを併記してkかな

くては，其記録は正式に受理されない．　（伊’逮）

　　　　　　　　　　　諸学の天文學者の消息

　ボ1ランドのクラカウ大気天文二二T．Banachiewitz氏と毫員Wilk氏と

は他の約170名の學者と共に，ドイツ軍に抑留されて，Sachsenhausen・村（ド

イツ國ヘセン州の一塞村）にるたが，最近，パナシ1ヰツ博士は，年齢40以上

であるため解放された．しかし，ヰルク氏は解放されす，途に抑留中に死亡し

た由．ヰルク氏は新彗星の稜見などにより，ひろく知られてみた人である，
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　　　　　　　　　　　　銀河の綜合スペクトル

　銀河の綜合スペクトル（integrated　spectrum）は，銀河の構造，二物，自

盛，光の吸一等の問題研究のため：重要なものであるが，1912年に米國のファス

E．A．　Fath氏がヰルソン山天文毫で観測し，大罷それは太陽と同型であるこ

とを知ったのが最：初で，其の後，’ロ1エル天文嘉のスラィフフV．M．　Slipher

氏が襯測によって1923年に同様な結論に蓮した．次V・で，ヰルソン山のアダム

スW．S．　Adams，ホマソンM．　Humason，ジ．イA．　H．　Joy三三協同して

親益し，射手座の銀河はF5，白鳥座はF3型のスペクトルである事を確めた・

最近，ソ聯のシャインG．A・Shajn，ドブPンラ・ギンP・P・Dobronravin雨

氏はシメイス天文盛で1937－38年中に鷲座とカシオペヤ座との銀河の綜合スペ

クトルを撮影したが，其の結果はF5と知れ，二って，銀河は，多くの渦巻き

星霧の進化順序列から見ると，比較的に晩期に引するものと同じであることが

確かめられた．叉，此の研究により，鷲座あたりの曙雲の距離は凡そ1500パ1

セク（5000光年）とV・ふことが判明し・た．

　　　　　　　　　　　　土星の自門の観測

　土星の表面には，（木星面よりも淡いけれど）常に多少の二黒占が見えるので，

これ等の位置の憂移を詳密に観測すれば，土星の自韓を決定する～二とが出來る

わけである．今までに行はれた観測では，1876年に米國ワシントンの海軍天文・

蓬iのホ1ルAsaph　Ha11博士や，英國のアマチェア天：文家スタンリ・ヰリヤム

スA．Stanley　Williams氏が約10h15mとV・ふ自車專週期を決定した事がある・

それから，もっと高緯度の黙につV・ては，米國のパ1ナ1ドE．E．　Barnard

教授が北緯36。あたりの斑晶の蓮動を観測し，叉，英國のアマチュア天文家T・

E．R．「フィリプ師が南緯の斑黒占を観測した此等の結果から，自榑週期は約10時

間38分と獲表したことがある．近年，分光器が此の種の観測に：慮用される機運

に向ひ，最：初は189ら年に三三リク天文嘉のキ1ラKeeler，カンベルW・W・

Campbell爾氏が此の方法を慮用したが，最近には叉，リク天文毫のムアJ・

H．Moore博士が嚴密に此の方法で観測した結果，下の如き結果を稜表した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［P．A．　S、　P．51，274（1939年）】

　　　土星面上の緯度　　　　　　　0。　　　27。　　　42。　　　57。

　　　　自輔週期（赤道に封ずる比）　1，00　　　1．06　　　1．08　　　1・11

　　　赤道を10h15mとすれば　　　10h15m　　10h52m　llbO4m　　llh23m
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尤も，之れは叉，斑髄の三二観測によっても確かめなければならないが，しか

し，斑鮎は高緯度には殆んど現はれないのが一つの悩みである．

　　　　　　　　　　　宇宙の申心の位置を修正

　英國のカムG．L。　Camm氏が遊星形星霧の研究から，銀河字宙の中心の位

置と距離とを決定したことは本誌第231號附録に紹介したが，其の後，研究資

料を多く取捨した結果は，距離＝8280パ1セク，EPち2690光年，（誤差±680パ

1ゼク），銀毒窪332。23’（誤差±2。32’）　と｛eS－li￥された．［Obs・7891

　　　　　　　　　　　　恒　星　の　年　齢

　英國のリトルトンLyttleton，ホイルF・Hoyle爾氏は，多くの連星の進化

論から推理レて，

　　　　軌道週期P　　は　星の質量mの5乗に逆比例する，

　　　　軌道の孚長径aは　〃　　■！　　3乗に　〃

との假定の下に，星の総質量の増加…肇は

　　　　　　　一！llt：！一　＝＝　4n　r2　pM2　／vs

　　　　　　　但し，Mは連星の緯質量，
　　　　　　　　　　t　は　時間，
　　　　　　　　　　ρは　密度，
　　　　　　　　　　v　は　空間速度

といふ二品によって計算した結果，

　　　　一一nvの恒星の年齢は　　500億年，

　　　　シリウス星の　〃　　　300〃

と算出した．

　　　　　　　　　　　　髪座の里團の研究

　一般に，一一・・恒星が撮る星團に蜀する星であるか否かとV・ふ判臨は，其の星と

他の星kとの配列の模様や，運動によるのが普通であり，叉，スペクトルと距

離とが知れてみれば，星の進化を表はすうセル・ヘルツスブルング圖からも倒

甑する．此うした原理を慮用して，最近に米國リク天文豪のトランプラR．

Trumpler博士は髪座の有名な散開星野（γ星附近）を研究した．即ち，天盆

上の直径は約7。以内に：於V・て，爲眞光度10・5級以上の約212ケの星の中から・

配列や，光度や，スペクトル等により39ケの星を採り，更に，観線速度のたど

tC　2ケを除外して，結局，この星團に下する星として37ケを確定した．さて，

此の星圏全罷につV・て概観すると，之れに書する縫ての星はAO以下の晩期8
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で，多くは罎星であるが，只2ケだけはE星である．太陽系からの距離は約75パ

1セク，EPち245光年で，位置は銀河の北極に近い．之れをプレヤデス星團に

比べると，室間的な星の密度は四分の一に過ぎす，帥ち，千立方パ1セクにつ

き太陽が12ケの割合となってみる．しかるに，ボクBok博士の研究によると，

千立方パーセク中に9．3ケ以上の太陽がある場合は不安定であるから，この髪座

の星團は既に崩壌に瀕する不安定のもので，從って，運動の小さい微光星は非

常に少ない．［LOB　493］

　　　　　　　　　　　　また超新星一つ霞見

　米國カリフォ：ヤ州パロマ山天文毫のツィキZwicky氏は昨1939年十二月4

日，鯨座にある或る銀河外星霧中に16等級の超新星を忌忌した．此の星は，十

一月20日に最大光輝15等級に達した．太陽系からの距離は約7000000パ1セク

（23000000光年）である．

　　　　　　　　　　　　木星の新衛星清息

　去る1938年に木星の第十，第十一衛星を獲漏した米國ヰルソン山の昌コルソ

ンS．B．　Nicholson博士は，其の後も債1ほ熱心に此等の木星衛星を観測し績

けてるる．氏は，ヰルソン山天文毫の“二二”反射鏡で露出1時間の爲眞を撮

ってみるが，之れにより，約20等級の星まで撮影し得る．＝コルソン氏が此う

した方法で，或る期間に撮影した爲眞中に35ケの移動天盟を見たが，其のうち

　　　　　　　29ケ　　は　　小遊星，

　　　　　　　4ケ　　は　　木星の第6，及び第9衛星，

　　　　　　　2ケ　　は　　木星の第10，及び第11扇星

であったといふ．光度と，其れから星の大きさとを概算すると，

　　　　　　　　　　　　　第9衛星　　第10衛星　　　第11衛星

　　　　　　罵眞光度　　　　　18・4　　　　　18．6　　　　　18・8

　　　　　　直裡（マイル’）　　　15．5　　　　　175　　　　　195

　　　　　　　〃（キロ）　　　　25．0　　　　　28．3　　　　　31．4

　　　　　　　　　　　　アルゴル星は三下星

　二品星の中で最も有名なアルゴル星は150年目以前からひろく観測せられ，

今日では，其の愛光の理由が全く暗星と三星との交互の蝕によると知られてみ

る．ところが，今から24年も高め1906年に，ロシヤのペロポルスキA・Belo．

polsky博士は此のアルゴルの輝星の素線速度が規則正しく攣動ずることを稜
　　　　　　　　　　　　　　ヰ
見した．この二二の週期は，1．873で，其の二二二二は88000000キロ，EPち，

光達時間にして見ると，前後約9分時間鯨にもなる．即ち，此の憂動は，アル
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ゴル星系に，今一一つの星があって，此れが遠方から引力を働らかせてみるので

あって，換言すると，アルゴルは三つの星から成り立ってるる星である．近年，

米國のホ1ルJ．S．　Hall氏が研究した所による，と，上記のアルゴルの第三天

艦は，A5型の星で，アルゴル輝星よりも1．94等級ばかりボロメ1タ光度が小

さく，光にして見ると約10％となる．殴れを考慮に入れると，輝国の直径が俘

星の78月目なる．第三星がA型であることはカナダのビヤス博士が召見し
た．［ApJ・90，449・（1939）］

　　　　　　　　　　二つの連星の軌道要素

米國のヰルソンR．H．　Wilson氏が算出したもの，下の通り．［AJ・1125】

　星　名

赤経と赤緯（1950．0）

光度と分光型

週　’期　　　P

日日蓮動　　　n

隅隅画壇通過　　T

軌道の離心牽　e

軌道の長牛径a

軌道面の傾斜i

近日瓢引薮　　ω

昇交野　　　Sl

質量の和　　m＋m1

潮差｛皇隷

46Tau＝A1938＝ADS　3064
　　　　むも　　　4hlO．8＋70、38’

5．8　6．1　FO

　　7．2年

毎年　50。

　　1915．8

　　0．00
　　ル　　0．144
　　　む　±59．53

　　0．00

　　138．0

　2．92×◎
　　　〃
　　0，027

　0．022士0．004

β949昌ADS　9932

　　の16hO5．7　－　go　58’

7．3　7．4　F8

　55．0年
　　む　　6．545

　　1903．0

　　0．88

　　か　　0．483
　　　　　
　　±84．4

　　300．4

　　23．0

　　2．4×◎

　　0．025

　　　　　　太陽黒黙は窺生して後，聖慮幾時間後に霞見されるか？

　太陽観測者が黒黒占を獲見するのは，V・つも西垂球でよりも東牟球面上での方

が多い事實は長い以前から知れてみるが，しかし其の理由は不明である．省ほ

肥れと關係があるか否か，わからないが，一禮，黒顯が太陽面上に稜生してか

ら，幾日目に（或は，幾時間切に）爽見せられるのが普通であるか？といふに，

今此の，焚生から焚見までの時間をdとすれば，かつて，英國のドビJ．C．

Dobbie氏が［Obs・62，289】，

　　　　　　　　　　　　　　　d　く　1h

と考へたことがある．叉，一方に於V・て，太陽活動が地球上の諸現象に與へる

諸影響の現はれが
　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　0．25　乃至　　2d
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ぐらゐ遅れることが，近年一般に認ゆられる．

　トルコ國イスタンブ1ル二二天文毫のグライスペルグW．Gleissberg氏の

研究tz．よれば，今若し，三際の観測上から，黒黒占が太陽の中央子午線より70P

以外にある場合を度外観し，

　　　　　　　　　　　D　1i．i＝　d　sec　B　…一・・一一・・一・一・・一一・一一　（1）

とし，術ほ，

　　　中央子午線よりも西方で稜見される黒貼の数を　W．

　　　　fi
とすれば，

故に

ll 東方　　ノ ノ　　　　　，ク

E　　　70十13．2D（sec　700－1）
W　一　70－13．2D　（sec　70e－1）

　　d　一　2．8・監嘉一…・

E

（2）

（3）

　例へば，1936年申にチウリヒ天丈毫で獲表された黒三世のうち，只1日だけ

しか丁丁されなかった黒黙を除外すれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　E・　122，　W置96，　故に　d＝O．33
となる．又，継ての黒黒占を算入すうど，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　E＝173，　W＝153，　故に　d＝O．17コ4時間
しかるに，ドピ氏の計算によれぽ，太陽面上に褒生後4時間を経た蒔の黒嶺の

大きさは，吾人に見えてみる太陽の孕球面積の百萬分の6であり，若し之れが

圓形のものならば，其の牛径は3”となる．普通の小望遠鏡で襯察する場合に

は，直径5”～6”の小黒1は殆んど可親限界にあると言って宜い．

　上記の研究から見ると，ヰルソン山天文裏に於いて，磁氣的方法で見えざる

黒馬を稜見するといふやうな場合によらざる限り，普通の小望遠鏡による観測

では，黒顯の焚見がおくれるごと，及び太陽の東三部よりも西牛部に於ける新

色黙の焚見数の少いことは蹴れないもののやうである．［Obs・　792】

　　　　　　　　　　　射手麿RW最の週期の愛化

　スペイン國に於いて永く憂星の光度を観測しつNあったラィヴスE・Ryves

氏は，スペイン國の内翫三三，彩しい観測記録を同國内の某天文憲の地下室に

保管を依托したまS，目下は英國に逃れてみる．同氏が今日までに研究した攣

星のうち，今，氏の手許にある材料について，最近獲表した所によれば，一般

たM型の長週期二三として知られてみる射手座RW星は，以前には週期が

188目であったけれど，1926年以後，急に191日に憂つた由である．この星は，

位置がa　＝　1gh　05m　26　a，δ＝一19。06’．2（Eq，1855．o）で，光度は9・0から11．oま

での聞に攣動レ，Schneller氏の豫報によれば，今1940年度の極大期は3月16
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日と9月23日とになってみる．本會員の観測をすxめたV・．（Obs．793）

　　　　　　　　　　　コペルニク時代の天女思想断片

　天動読から地動詮への韓機に立つコペル＝ク時代の天文思想には・今日の吾

Rから見て，いろいろ興味あるととが多い．コペルー＝クの第一の弟子であるレ

チクスJoachim　Rheticus（1514－1576）がダンチヒ市から1540年に出版した

一ts　Narratio　Primaは，コペノレニクの地動論の要領を最初に：容表したものと

レて有名であるが，此の書中に，コペルニクが1539年九月23日附けで，シェナ

Johann　Schδnefに貝曾つた手紙があって・其の中に歳差に關する意見が書レ・て

ある．當時，コペルニクが古書を調査して，回る星の黄維が，例へば，普しチ

モカリスTimocharis（紀元前293年）時代1・c　2’　24tであったものが，ヒバノしコ

スHipParchus（紀元前127年）時代には4。03’となり・トレミーC・Ptolemy

（學暦138年）の時には6040’，フ’ルパテグ⇒スAlbategnlus（880年）の時Va

は180　10’，アルザケルArzachel（1076年）の頃には19。37’と攣化し，コペル

ニクの時には之れが27。21’となったことから，途に歳差攣動にも1717年（エジ

プト暦年で）の週期があることを認め，其の最大値は毎年70’に達すること，

及び，永年の4均歳差は一年につき50”であることを知ってみたといふ、この

50”とい・ふのは・換言すれば・歳差の週期が25816年酔いふことになウ，偶然

ながら，近年吾人が用みてみるニウカム氏の値50”．2非常に近い．

　術ほ・此等の天文歎値の電動が・世界の人的挙動に深V・關係あることを認め

てみたが・当れは第一世紀の・ぐビロニヤの占星術家Zeuchrosに嬢つたものだ

らう．例へば，レチクスの記す所によれば

　　　太陽の離心率が極大であった蒔に

　　　　〃　　〃　　減少しつsあった時，

　　　　〃　　〃　　亭均値を示してみた畔，

　　　　〃　　〃　　増加しナこ時，

といふ類である．［Obs．793］

ロマ帝政が興り，

ロマは衰へ，亡びた，

マホメット教がノ戎虚し，

マホメト大帝國が成立した．

　　　　　　　　　　　　太陽黒黙の極大期は過ぎた？

　一般に信ぜられる所では・去る1937－1938年の間に・太陽の黒潮活動は極大

であった・1937年中・毎日平均の黒黒占面積は太陽4≧面の百萬分の2074に上った

が，閉れはグリニチ天文毫で1874年に爲眞槻測を始めて以來の最大のレコ1ド

であった．この1937年度の極大は，1870年，1837年，1788年及び1778年度と西

敵する程度のものである．只，此の年中の黒黒占の準均緯度が17。で，今までの

14。であるのよb多少高いのが注意すべき昌昌である・1因に・山本一清博士が1937

年度を黒黒占極大期として両早と見てみることは本誌に度々記した通りである，


